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地球の平均気温の変化予測 
 

• 西暦2081年から2100年までに0.3℃から4.8℃の幅で気温
は上昇すると予測された（IPCC 2014を改変） 
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山では、標高が1,000ｍ上昇すると、気温は5.6℃低下する 
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森林の温暖化適応策の例 

•生態的回廊の整備 
•保護区の配置見直し 
•競争種の排除 
•保護対象種の移植 
•生育域外保全 

適応策の強度 
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例： 白神山地ブナ林 
    の保護区拡張 

岩木山、冷水岳、陣場岳などに保護区を拡張すれば、
ブナの生育域は将来も保全される 

（松井ほか2007）を改変 

（B）4.3℃上昇     （A）現在気候 

（C）2.7℃上昇     
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保護区の配置見直し適応策 
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保護区の拡張はどの程度 

可能なのか？ 
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撮影：茨城県自然博物館 

茨城県筑波山の南斜面 

ブナ林 

アカガシ林 
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筑波山のブナの立ち枯れ（標高８００ｍ） 

• モニタリングの実行 
• 保全基本計画の策定 
• 連絡協議会による実行調整（未定） 
• 保全策の実行 

筑波山ブナ保全委員会 

茨城県環境政策課 

太平洋側低山の脆弱なブナ林 
（冬季の筑波山､標高800m） 



筑波山のブナの毎木調査結果：７,３０２本 

ブナは標高550m以上に分布 



過去４４年間のアカガシ樹冠面積の変化 

各標高でアカガシの樹冠面積が増加している 
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田中ほか（未発表） ブナの分布下限 

増加傾向 



北限域におけるブナの分布拡大の事例 

ブナが分布しない森林 

27 

ブナが分布する森林 



新たに発見された雷電山のブナ個体群 



ご清聴ありがとうございました 
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